














































もある。被引用文献の年代特定によって、当該文献の年代的上限 terminus post 
quem を知ることもできる。当該文献を引用する後代諸文献を特定することで、































































語大蔵経分析ソフトウエアとして、Jamie Norrish とMichael Radich が共同開
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